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環境解析を行う手法を提案している。すなわち、All Sky Model を光源条件として
RADIANCE で解析した日射受照分布を用いて、温熱環境解析を行うプログラムを開発して
いる。次に、天空放射輝度分布モデルを用いた天空日射や相互反射を考慮した CFD 解析を実
現するために、日射受照分布を用いて発熱条件を生成するプログラムを開発している。これ
らにより、従来から相互反射と天空の輝度分布を考慮して照度、輝度分布を予測評価してき
た光環境と同様に、温熱環境においても相互反射と分布を考慮した評価を行う手法が確立さ
れた。 
以上、採光による光環境と日射負荷を同一の手法で予測可能なプログラムを開発すると共
に、日射の受照分布を考慮した温熱環境予測を可能とするプログラムを開発することで、照
明と空調の双方の省エネルギー性を考慮した設計検討を支援し、またより高度な温熱環境予
測を実現できることを示している。 
本研究により、採光による光環境予測のために外界条件を高精度化するとともに、相互反
射と天空の輝度分布を考慮して居住空間の照度や輝度分布を予測評価してきた光環境と同様
に、温熱環境においても相互反射と天空放射輝度分布を考慮して日射受照分布を予測し、さ
らに、それらを CFD 解析に展開させることにより、高度な温熱環境の評価を行う手法を確立
している。 
よって、本論文は博士（学術）の学位を授与するに値するものと認めた。 
 
 
 
 
